指定管理者の業務仕様書
相馬市総合福祉センター
令和８年８月
相馬市保健福祉部高齢福祉課
	相馬市総合福祉センター指定管理者の業務仕様書


１　適用

　　本業務仕様書は相馬市総合福祉センター（以下「センター」という。）の管理に係る業務について適用する。

２　施設の概要
	名　　  　 　称
	相馬市総合福祉センター

	位　　　   　置
	相馬市小泉字高池357番地

	敷  地   面  積
	11,000㎡

	建　物 　概  要
	鉄筋コンクリート造

延床面積4,354㎡

	施設使用料
	条例の規定のとおり

	主な設備
	アトリウム・相談室・多目的ホール・会議室・教養娯楽室・実習室・はまなすの湯等

	利　用　 状　況

（1ヶ月平均）


	はまなすの湯利用者数　　　　　　1,890人

会議室利用状況　　　・多目的ホール　10回

　　　　　　　　　　・会議室　　　  95回

　　　　　　　　　　・実習室　　　　 5回　　　


３　施設の使用料
　

　(1)多目的ホール等使用料

	区  　分
	使用時間 及び 使用料

	
	午前９時から正午まで
	午後１時から午後5時まで
	午前９時」から午後５時まで
	午後６時から午後９時まで
	午前９時から午後９時まで

	多目的ホール
	9,530円
	12,700円
	25,410円
	9,530円
	38,120円

	第1会議室
	1,050円
	1,390円
	2,780円
	1,050円
	4,200円

	第２会議室
	1,050円
	1,390円
	2,780円
	1,050円
	4,200円

	第3会議室
	　　　1,670円
	　　　2,230円
	4,450円
	1,670円
	6,660円

	実  習  室
	　　　1,230円
	　　　1,640円
	　　　3,280円
	1,230円
	　　 4,920円

	教養娯楽室
	　　　2,270円　
	3,030円
	　 　6,050円
	2,270円
	　 　9,080円


      　　　　　備考：冷暖房実施期間中は、使用料の100分の20の額を加算する。

　(2)入浴料

	区  分
	入浴料

	大     人
	310円

	小     人
	210円


　　　備考：「小人」とは、小学生以下の者をいう。

　(3)使用料の免除

　　相馬市総合福祉センター条例施行規則第7条の規定に基づき行うものとします。
４　施設の運営状況
①開館時間（令和７年度）
	開館時間
	午前９時から午後９時

	入浴時間
	午前１０時から午後９時
清掃等により変更あり

	休館日
	・１２月２９日から翌年１月３日まで
・市長が特に必要と認めたときは、変更、臨時休館あり


②収入および支出の状況（令和７年度）
※実績どおりに予算の確保を確約するものではありません。（単位：円）
	区分
	項目
	金額

	収入
	利用料金
	7,768,749

	
	指定管理料
	41,981,000

	
	分担金
	2,236,597

	
	その他収入
	2,050

	
	計
	51,988,396

	支出
	人件費
	3,372,607

	
	事業費
	27,101,147

	
	事務費
	21,486,424

	
	計
	51,960,178

	損益
	28,218


５　指定期間

　　令和９年４月１日～令和１２年３月３１日（３年間）

６　業務の内容

施設管理の業務は以下のとおりです。

（1） センターの使用許可に関する業務（相馬市総合福祉センター条例（以下「センター条例」という。）第4条、第５条、第６条、第７条関係）

1 センターを使用しようとする者に対し許可を行うこと。

2 使用許可の制限や取消し等を行う場合は、センター条例第５条及び第７条の規定に基づき行うこと。

（２）使用料の徴収等に関する業務（センター条例第８条、第９条、第10条関係）

　　①センターの使用許可を受けた者から、使用料を前納で徴収すること。

　　②使用料の減免や返還については、センター条例第９条及び第10条の規定に基づき行うこと。

（３）はまなすの湯管理業務　

　　①入浴券の購入に係る不正防止のため、午前10時から午後9時まで監視すること。

　　②浴場の清掃及び浴槽湯の交換は適切に行うこと。　

(４)  施設等の維持管理

①管理責任者及び防火管理者を配置し、その氏名を報告すること。

②施設の維持管理に関わる一般的な管理業務を行うこと。

　　  ・館内清掃業務・・日常清掃業務委託の実施

　　   ・屋外清掃・・・・敷地内の落ち葉の除去やゴミ拾い等の清掃は日常業務の一つとして行う

・除草・・・・・・植栽管理業務委託の実施

・ゴミの処理・・・適正に処理を行う

③施設整備の保守点検及び利用者の安全・衛生に関わる業務を行うこと。

・消防設備････消防用設備等保守点検業務委託の実施

　　　　　内容：消防法第１７条３の３による定期点検等を行う

・警備業務････機械警備業務委託の実施

　　　　　内容：機械警備システムによる火災、盗難防止を行う

・清掃管理業務････清掃管理業務の委託の実施  
           内容：年２回弾性床は表面清掃、硬質床は洗浄を行う

　　　　　　　　　年２回窓ガラス清掃を行う

　　　　　　　　　年１回受水槽の清掃・点検を行う

・自家用電気工作物保安業務････自家用電気工作物保安業務委託の実施

　　　　　　内容：月次点検････需要設備１ヶ月１回行う

　　　　　　　　　年次点検････１年１回行う

　　　　　　　　　臨時点検････必要の都度行う

・機械設備保守点検業務････機械設備保守点検業務の委託

　　　　　　内容：機械の保守点検、制御点検、水処理装置清掃、地下タ

ンク清掃点検、その他点検を行う

④災害発生時に避難所として指定された場合は、市民の避難所として使用できるよう、施設の開錠を行うこと。

⑤その他センター運営上必要な管理業務を行うこと。

・独自にチェックリストを作成し、月２回チェックを行い安全面の徹底を図る。
※避難所として指定された場合は、災害発生時は市民が避難生活を送る場所となるため、災害発生時には早急に開錠する必要あり。なお、市が福祉避難所を廃止するまでの間、施設を臨時休館とすることがある。

（５）事業計画・実施状況報告書等作成業務

　①年度当初に、事業計画を作成し４月１０日まで提出する。

　　　②入浴者・会議室等利用状況報告書を作成し翌月５日までに市に報告する。

　　　　　　 ③その他市が必要と認める事項

（６）官公署との渉外連絡調整

（７）各種文書等の管理に関する業務

①文書管理帳簿を作成し適切に保存する。

②センターあての文書類は、収受印を押印し内容ごとに保存期間を定めて保管する。

（８）センターの目的を効果的に達成するための前各号に付随する業務

（９）その他センターの維持管理に必要な業務については、市及び指定管理者の両者で協議により定める。
　  ７　職員の配置

（1）配置人員

所長（非常勤可）のほか2名以上
職員の勤務形態は、センターの運営に支障がないように定めること。
地元雇用の創出・推進に配慮すること。

（2）職員研修

職員の資質の向上を図るため、研修を実施するとともにセンターの運営及び管理に必要な知識と技術の習得に努めること。

８　施設の使用時間及び休館日

（1）使用時間

センター条例施行規則第２条に基づき次のとおりとします。

①午前９時から午後９時まで。

②使用時間を変更する場合は、市と協議すること。

（2）休館日

　　　　センターの休館日は次のとおりとします。

①１２月２９日から翌年１月３日まで

②休館日を変更する場合は、市と協議すること。

　　　　　　　

９　利用者の安全確保

（1）利用者の安全確保のための留意事項

①事故・災害などの発生時の対応として、対応マニュアルを作成し、職員に周知、訓練を行うなど十分な対策を講じること。

②定期的に施設の安全確認を行い、施設の不具合等に起因する利用者及びセンター職員の事故が発生しないような環境を整備すること。

③センターの閉館時には戸締り、火の元確認、消灯などを行うとともに異常がないかを確認し、異常があれば速やかに対処するとともに、市に報告しその後の措置等について協議すること。

（2）事故等に関わる事務の流れ

①事故が発生したら、速やかに事故処理を行うとともに市に口頭で報告すること。

②施設・設備・備品等の損傷、滅失が発見されたときは、事故発生後３日以内に「事故報告書」を市に提出すること。

10　個人情報の保護

　　センター職員は、業務上知り得た情報を、みだりに他人に知らせ又は不当な目的

に使用しないこと。特に、個人情報の保護に関する法律及び相馬市個人情報保護条

例並びに同条例施行規則を順守し、センター業務を実施する上で得られる個人情報

の取り扱いに注意すること。

　　 11　指定管理者と市の業務及び経費負担区分

　　　　 指定管理者と市の業務及び経費負担区分は原則として次のとおりとする。

	項　　　　　　　目
	指定管理者
	相　馬　市

	施設設備（備品を含む）の維持管理
	　　　○
	

	業務に関して取得した使用者等の個人に関する

情報の漏洩等のよる使用者等に対する対応
	○


	

	行政財産の目的外使用許可
	
	○

	施設の建物総合共済保険の加入
	
	　　○

	電気・ガス・灯油・水道料金
	　　　○
	

	電話・インターネット接続料金
	　　　○
	　

	一般消耗品費
	　　　○
	

	パソコン・複写機賃借料
	　　　○
	

	日常清掃業務委託料
	　　　○
	

	清掃管理業務委託料
	　　　○
	

	機械警備業務委託料
	　　　○
	

	消防用設備等保守点検業務委託料
	　　　○
	

	自家用電気工作物保安業務委託料
	　　　○
	

	エレベーター保守点検業務委託料
	　　　○
	

	機械設備保守点検業務委託料
	　　　○
	

	植栽管理業務委託料
	　　　○
	

	夜間・休日管理業務委託料
	　　　○
	

	水質検査料・レジオネラ属菌検査料・ＮＨＫ受信料・クリーニング代
	○
	

	職員俸給・諸手当・賃金・法定福利費・健康診断料・福利厚生センター負担金
	○
	

	　　　　




12　備品物品等
　　備え付けの備品物品等は別紙のとおり。

13　業務を実施することにあたっての注意事項
　　 業務を実施するにあたっては、次の各項目に留意し円滑に実施すること。

　（1）公の施設であることを常に念頭において、公平・公正な運営を行うこととし,

特定の団体等に有利あるいは不利になる運営をしないこと。

（2）指定管理者が施設の管理運営に係る各種規定・要綱等を作成する場合は市と

　協議を行うこと。

（3）各種規定がない場合は、市の諸規定に準じて業務を実施すること。

14  協議

　　指定管理者は、この仕様書に規定するものの他、指定管理者の業務の内容及び処理

について疑義が生じた場合は市と協議し決定する。

